
 

 

 
 

 

 

 

 

なっとくんの「なるほどなっとくニュース」は、県立山口博物館のホームページでダウンロードすることができます。 

 

県立山口博物館 

学校地域連携担当  

２０１３年１１月 １日  No.４６ なっとくんの 

 今年
こ と し

の秋
あき

は、夜
よる

が更
ふ

けると東
ひがし

の空
そら

に冬
ふゆ

の星座
せ い ざ

とともに木星
もくせい

が昇
のぼ

ってきます（41号参照）。

この木星
もくせい

を天体
てんたい

望遠鏡
ぼうえんきょう

や双眼鏡
そうがんきょう

で見
み

ると簡
かん

単
たん

に衛星
えいせい

が見
み

つかります。よく見
み

える大
おお

き

な４つの衛星
えいせい

はガリレオ衛星
えいせい

とも呼
よ

ばれ、金星
きんせい

の満
み

ち欠
か

けや大
おお

きさの変化
へ ん か

などとともに

約
やく

400年前
ねんまえ

にガリレオ・ガリレイが「地動説
ちどうせつ

」を唱
とな

える根拠
こんきょ

の１つになったものです。 
         （天体の画像は、デジタルカメラで撮影して拡大・修正しているので、画像が粗くなっています。） 

「地動説
ち ど う せ つ

」を唱
とな

えたガリレオの気持
き も

ちが少
すこ

しわかる「木星
もくせい

とその衛星
えいせい

」 

金星の拡大図。満月のような状態か

ら、欠けていく途中で、これからさら

に細く大きく見えるようになります。 

西の空に沈む金星。春や夏と

はみかけの大きさや形が異な

ります。（10 月 21 日 18:21） 

朝方、東の空のしし座のあたりに少し赤く見

える火星が昇ってきます。（10月 21日 5:00） 

東の空に昇る木星 

（10月 21日午前 0時 41分） 

★春に撮影した 

 西の空に沈む木星 

（5月 2日 20:17） イオは木

星と重なっています。今の時期

木星は、昼間に沈むので、沈む

ところは見えません。 東の空に昇る木星・・その２ 

（10月 13日午前 1時 26分） 

カリストは木星と重なっています 

南の空高くに見える木星 

（10月 21日午前 5時 35分 

カリストは木星と重なっています） 

  

ｶﾞﾆﾒﾃﾞ 

イオ 

ｲｵとｴｳﾛﾊﾟ 

ｶﾞﾆﾒﾃﾞ 

ｴｳﾛﾊﾟ 

木星 

ｶﾘｽﾄ 

木星などの惑星は、太陽と同じように毎

日、東から昇り、西に沈んでいくように見

えますが、惑星は太陽の周りをまわってい

るので、惑星のみかけの動きは、太陽のみ

かけの動きとは異なって見えます。 

また木星の衛星は、日にちが変わればも

ちろんのこと、少し時間が過ぎただけでも

見え方がどんどん変化します。このような

衛星の複雑な動きは、天動説では説明が難

しく、地動説の根拠の１つとなりました。 

木星の衛星のうち、ガリ

レオ衛星とは、イオ、エウ

ロパ、ガニメデ、カリスト

の４つのこと。衛星は現在

67 個見つかっています。 

火星 

レグルス（しし座） このあたりにアイソン彗星

があったはず。これから明る

くなることを期待しましょ

う。（場所は少しずつ移動する

ので調べてみましょう。） 西→ 

東 

金星 

東 

南 

西 

惑星
わくせい

のなかまの「金星
きんせい

」と「火星
か せ い

」も観察
かんさつ

してみました。アイソン彗星
すいせい

はこれからのお楽
たの

しみ！ 


